












平成22年 3 月 25 日学位授与年月日


























自伝的記憶と語り直し (retelling) の関係(第 1 章)
自伝的記憶の定義およびその構造と機能:自伝的記憶は，最も広義には，個人が人生において経験し





Kemp , & Conway, 2003) 。そこで本研究では，自伝的記憶を“個人的意義を持つ，いくつかの活動が
まとまった過去の体験"と定義した。






れを“作動自己"が制御することで，記憶の安定を生み出しているとされる (Anderson & Conway , 
1993; Conway, 1990; Conway & Bekerian, 1987; Conway & Pleydell-Pearce, 2000) 。しかし， 自伝的記
憶に何らかの刺激が加わることで記憶内容が変化するということは日常生活レベルでも良く知られた事
実であり，自伝的記憶がある種の柔軟性をもつことはこれまで様々な研究によって明らかにされてきた
(e.g. Fitzgerald, 1980; Karney & Coombs, 2000; Linton, 1986) 。近年の研究では，自伝的記憶の再構成
の過程に影響を与える要因として“変化や安定性についての暗黙理論“特性自尊心“動機や目標
“ムード\“想起に伴う主観的経験“想起の視点"などが挙げられている(工藤， 2008) 。
また，自伝的記憶の機能の研究は，高齢者の回想研究で着目されてきたが (Webster ， 1993, 1997) , 
近年になり自伝的記憶の研究領域においてもようやく検討が行われるようになってきた。これまでの研
究から，自伝的記憶には 3 つの機能が存在していることが確認されている (e.g. Bluck. 2003; Bluck, 




どもの物語の語り直し (Brown， 1975) ，フラッシュバルブ・メモリー研究での経験のリハーサルや語り




る記憶の再生というよりも，“ナラテイブ; 2 つ以上の出来事を結びつけて筋立てる行為 (Sarbin， 1986; 
ゃまだ， 2001)" や，“回想、;再認感情を伴って過去に経験した出来事を再生し過去に思いを巡らすこ
と (Butler， 1963)" “反努;自分自身が体験した出来事に含まれる感情や症状 自分自身の思考につい
て，分析的かつ評価的に注意を焦点化すること (Nolen-Hoeksema， 1991; Watkins & Teasdale, 2001)" 
といった概念に近いといえる。
また，語り直しは，記憶された出来事を実際に語ることや筆記する場合に限定して用いられる傾向が






語られるのかを検討するものが多い (e.g. Hyman, 1994; Wade & Clark, 1993) 。つまり，語り手が何を
思い出したのかを調べているだけであり，語り直すことがどのような記憶の変化を生み出すかにはあま
り注目していない。また 語り直しと記憶の関連性を検討した研究においても出来事の単純な反復想
起を語り直しと称することもあれば (Bluck. 2001) 主要なテーマを定めていれば話す内容が毎回異な
ることを語り直しと称することもある (Lapadat， 2004) 。このような語り直しは， Marsh, (2007) の指
摘する，語りの目的や，聞き手の影響などの要因に影響を受けるような“語り直し"を検討していると









なく，多くの情報が歪曲したかたちで表出される。 Marsh and Tversky (2004) らの報告によれば， 日
常生活の中で参加者が語り直した出来事の36%が正確なものであったが，その他の語り直しされた出来
事は，オリジナルの出来事に関わる部分的な情報を選択的に使用する歪曲(全体の29%) ，装飾的に情




くない。 Marsh and Tversky (2004) は， 4 週間の調査期間の聞に繰り返し語られた出来事のうちの
49%が状況に応じて内容が変化していたことを確認している。また それら内容が変化していた出来事
のうち， 55%が聞き手の違い， 16%が語りの目的の違いによって内容が変化していた。このような意図
的にかたちをかえた語り直しは転換的語り直し (biased retelling) と呼ばれている (Beike & Wirth・­
Beaumont, 2005; Marsh & Tversky, 2004; Tversky & Marsh， 20oo) 。
転換的語り直しを標梼する研究には 2 つの語りのタイプが存在する。一つは ネガテイブな出来事を
肯定的な側面から語り直すような，感情価の転換的に語り直しである (Burton & King, 2004; Hicks & 
King, 2007; King, Hicks, Krull, & Del Gaiso, 2006) 。もう一つは，自分の目から見た視点で記憶を語り
直すことや，自分を含めたその場全体を捉える視点から記憶を語り直すような，視点の転換的な語り直
しである (Nigro & Neisser, 1983) 。
さらに，転換的語り直しには 2 種類の表出形態が存在する。一つは文字通り過去の体験を実際に口で
語り直すことであり (Dudukovic， et al., 2004) , もう一つは過去の体験を文字として書き直すことであ






しは原記憶を語り直した方向に変容させることが指摘されている (Beike & Wirth-Beaumont, 2005; 













転換的語り直しが“物語"を用いた擬似自伝的記憶に与える影響(第 1 章・第 2 章)





















語り直しが“自伝的記憶"に与える影響(第 3 章・第 4 章)
研究 3 (第 3 章)と研究 4 (第 4 章)では，語り直しが自伝的記憶に与える影響を検討した。実験で
は，参加者自身が過去に体験した出来事を語り直す，自伝的記憶課題を用いた。また，語り直しの題材
は，参加者にとって個人的に重要であると思われる過去のネガテイブな体験とした。個人的に重要だと














































どに文字を筆記して記憶を語り直す二つの表出形態に分けられる。そこで 研究 1 では口頭での転換的







ば (Donnelly & Murray, 1991; Murray, Lamnin, & Carver, 1989) ，語りが持つ効果と筆記の持つ効果








































最後に，語り直しのインターバルに関わる課題が挙げられる。研究 4 では， 1 週間と 1 ヵ月の語り直
しの経過時間を比較したが インターバルの長さは転換的語り直しの効果に影響を与えなかった。本論
では， 1 週間以下のインターバルでの転換的語り直しの効果を確認できたわけではないが，おそらく，






















すのかについて検討した。実験の結果、 1 週間と 1 ヵ月のインターバルの長さでは、転換的語り直しに
よる影響に大きな違いは確認されなかったものの、ネガテイブな出来事の記憶を「楽しかったこと」と
して感情の転換的語り直しを行うことが、語りのテーマを構成する中心的概念をポジテイブな方向へ変
化させることが確認された。
以上のように、一連の研究は、自伝的記憶の転換的語り直しは、語り直しに関わる原記憶の内容その
ものを語り直した方向へと歪曲させ、記憶の感情価を変化させることを確認しただけでなく、記憶の構
造的変化をももたらすことを明らかにした。さらに、語り直しの方法のちがいはそれぞれ異なるメカニ
ズムによって記憶に変化を生みだすことを明らかにした。
本研究は、実験的な検討によって記憶の基礎的研究領域に新しい知見をもたらしたのみならず、臨床
の分野で行なわれてきたナラテイヴ・セラビーなどの理論的背景となりうるものであり、これらの分野
の研究の発展に大きく貢献すると考えられる。よって、本論文の提出者は博士(文学)の学位を授与さ
れるに十分な資格を有するものと認められる。
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